
JP 2000-338437 A5 2004.8.12

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 16年 8月 12日 (2004.8.12)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2000-338437(P2000-338437A)
【 公 開 日 】 平 成 12年 12月 8日 (2000.12.8)
【 出 願 番 号 】 特 願 平 11-149585
【 国 際 特 許 分 類 第 ７ 版 】
   Ｇ ０ ２ Ｂ   26/10   
   Ｂ ４ １ Ｊ    2/44   
   Ｈ ０ ４ Ｎ    1/113  
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｇ ０ ２ Ｂ   26/10          Ｄ
   Ｂ ４ １ Ｊ    3/00          Ｄ
   Ｈ ０ ４ Ｎ    1/04    １ ０ ４ Ａ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 7月 22日 (2003.7.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ た 光 束 を 偏 向 手 段 に 導 光 し 、 該 偏 向 手 段 で 偏 向 さ れ た 光 束 を 少 な く
と も 一 面 に 回 折 部 と 、 少 な く と も 一 面 に 屈 折 部 と を 有 す る 走 査 光 学 手 段 に よ り 被 走 査 面 上
に 結 像 さ せ 、 該 被 走 査 面 上 を 光 走 査 す る 走 査 光 学 装 置 に お い て 、
該 走 査 光 学 手 段 の 画 角 に よ る 該 回 折 部 の 回 折 効 率 変 化 と 、 該 屈 折 部 の 透 過 率 変 化 と を 相 殺
さ せ る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 を 前 記 走 査 光 学 手 段 の 画 角 に よ る 回 折 部 の 回
折 効 率 変 化 と 屈 折 部 の 透 過 率 変 化 と を 相 殺 す る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 平 行 と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 画 角 を θ と し 、 該 画 角 θ に お け る 前 記 回 折 部 の 回 折 効 率 を Ｉ ｄ （ θ ） 、 前 記 屈 折 部 の
透 過 率 を Ｉ ｔ （ θ ） と し た と き 、 走 査 画 角 内 に お い て 、
０ ． ８ ＜ （ Ｉ ｄ （ θ ） × Ｉ ｔ （ θ ） ） ／ （ Ｉ ｄ （ ０ ） × Ｉ ｔ （ ０ ） ） ＜ １ ． ２
な る 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 光 源 手 段 は 半 導 体 レ ー ザ ー よ り 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 走 査
光 学 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ た 光 束 を 偏 向 手 段 に 導 光 し 、 該 偏 向 手 段 で 偏 向 さ れ た 光 束 を 少 な く
と も 一 面 に 回 折 部 と 、 少 な く と も 一 面 に 屈 折 部 と を 有 す る 走 査 光 学 手 段 に よ り 被 走 査 面 上
に 結 像 さ せ 、 該 被 走 査 面 上 を 光 走 査 す る 走 査 光 学 装 置 に お い て 、
該 偏 向 手 段 と 該 被 走 査 面 と の 間 の 光 路 内 に 少 な く と も １ つ の 反 射 手 段 を 配 置 し 、 該 走 査 光



学 手 段 の 画 角 に よ る 回 折 部 の 回 折 効 率 変 化 と 屈 折 部 の 透 過 率 変 化 、 及 び 該 反 射 手 段 の 画 角
に よ る 反 射 率 変 化 と を 相 殺 さ せ る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 を 前 記 走 査 光 学 手 段 の 画 角 に よ る 回 折 部 の 回
折 効 率 変 化 と 屈 折 部 の 透 過 率 変 化 、 及 び 前 記 反 射 手 段 の 画 角 に よ る 反 射 率 変 化 と を 相 殺 す
る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 平 行 と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 垂 直 と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 画 角 を θ と し 、 該 画 角 θ に お け る 前 記 走 査 光 学 手 段 の 回 折 部 の 回 折 効 率 を Ｉ ｄ （ θ ）
、 屈 折 部 の 透 過 率 を Ｉ ｔ （ θ ） 、 前 記 反 射 手 段 の 反 射 率 を Ｉ ｒ （ θ ） と し た と き 、 走 査 画
角 内 に お い て 、
０ ． ８ ＜ （ Ｉ ｄ （ θ ） × Ｉ ｔ （ θ ） × Ｉ ｒ （ θ ） ） ／ （ Ｉ ｄ （ ０ ） × Ｉ ｔ （ ０ ） × Ｉ ｒ （
０ ） ） ＜ １ ． ２
な る 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 、 ７ 、 ８ 又 は ９ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 光 源 手 段 は 半 導 体 レ ー ザ ー よ り 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 、 ７ 、 ８ 又 は ９ 記 載 の
走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ た 光 束 を 偏 向 手 段 に 導 光 し 、 該 偏 向 手 段 で 偏 向 さ れ た 光 束 を 少 な く
と も 一 面 に 回 折 部 と 、 少 な く と も 一 面 に 屈 折 部 と を 有 す る 走 査 光 学 手 段 に よ り 被 走 査 面 上
に 結 像 さ せ 、 該 被 走 査 面 上 を 光 走 査 す る 走 査 光 学 装 置 に お い て 、
該 偏 向 手 段 と 該 被 走 査 面 と の 間 の 光 路 内 に 少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ ー を 配 置 し 、 該 走 査
光 学 手 段 の 画 角 に よ る 回 折 部 の 回 折 効 率 変 化 と 屈 折 部 の 透 過 率 変 化 、 及 び 該 フ ィ ル タ ー の
画 角 に よ る 透 過 率 変 化 と を 相 殺 さ せ る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 を 前 記 走 査 光 学 手 段 の 画 角 に よ る 回 折 部 の 回
折 効 率 変 化 と 屈 折 部 の 透 過 率 変 化 、 及 び 前 記 フ ィ ル タ ー の 画 角 に よ る 透 過 率 変 化 と を 相 殺
す る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 平 行 と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 垂 直 と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 画 角 を θ と し 、 該 画 角 θ に お け る 前 記 走 査 光 学 手 段 の 回 折 部 の 回 折 効 率 を Ｉ ｄ （ θ ）
、 屈 折 部 の 透 過 率 を Ｉ ｔ （ θ ） 、 前 記 フ ィ ル タ ー の 透 過 率 を Ｉ ｆ （ θ ） と し た と き 、 走 査
画 角 内 に お い て 、
０ ． ８ ＜ （ Ｉ ｄ （ θ ） × Ｉ ｔ （ θ ） × Ｉ ｆ （ θ ） ） ／ （ Ｉ ｄ （ ０ ） × Ｉ ｔ （ ０ ） × Ｉ ｆ （
０ ） ） ＜ １ ． ２
な る 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ 又 は １ ５ 記 載 の 走 査 光 学 装
置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 光 源 手 段 は 半 導 体 レ ー ザ ー よ り 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ 又 は １
５ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
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【 請 求 項 １ ８ 】
光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ た 光 束 を 偏 向 手 段 に 導 光 し 、 該 偏 向 手 段 で 偏 向 さ れ た 光 束 を 少 な く
と も 一 面 に 回 折 部 と 、 少 な く と も 一 面 に 屈 折 部 と を 有 す る 走 査 光 学 手 段 に よ り 被 走 査 面 上
に 結 像 さ せ 、 該 被 走 査 面 上 を 光 走 査 す る 走 査 光 学 装 置 に お い て 、

こ と を 特 徴 と す る 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ た 光 束

走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】

の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】

の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ た 光 束 を 偏 向 手 段 に 導 光 し 、 該 偏 向 手 段 で 偏 向 さ れ た 光 束 を 少 な く
と も 一 面 に 回 折 部 と 、 少 な く と も 一 面 に 屈 折 部 と を 有 す る 走 査 光 学 手 段 に よ り 被 走 査 面 上
に 結 像 さ せ 、 該 被 走 査 面 上 を 光 走 査 す る 走 査 光 学 装 置 に お い て 、
該 偏 向 手 段 と 該 被 走 査 面 と の 間 の 光 路 内 に 少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ ー を 配 置 し 、

こ と を 特 徴 と す る 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 光 源 手 段

の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 光 源 手 段 は 複 数 の 光 束 を 射 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に
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該 走 査 光 学 手 段 の 画 角 を θ と し 、 該 画 角 θ に お け る 該 回 折 部 の 回 折 効 率 を Ｉ ｄ （ θ ） 、 該
屈 折 部 の 透 過 率 を Ｉ ｔ （ θ ） と し た と き 、 走 査 画 角 内 に お い て 、
０ ． ８ ＜ （ Ｉ ｄ （ θ ） × Ｉ ｔ （ θ ） ） ／ （ Ｉ ｄ （ ０ ） × Ｉ ｔ （ ０ ） ） ＜ １ ． ２
な る 条 件 を 満 足 す る

が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 平 行 と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た

を 偏 向 手 段 に 導 光 し 、 該 偏 向 手 段 で 偏 向 さ れ た 光 束 を 少 な く
と も 一 面 に 回 折 部 と 、 少 な く と も 一 面 に 屈 折 部 と を 有 す る 走 査 光 学 手 段 に よ り 被 走 査 面 上
に 結 像 さ せ 、 該 被 走 査 面 上 を 光 走 査 す る 走 査 光 学 装 置 に お い て 、
該 偏 向 手 段 と 該 被 走 査 面 と の 間 の 光 路 内 に 少 な く と も １ つ の 反 射 手 段 を 配 置 し 、 該 走 査 光
学 手 段 の 画 角 を θ と し 、 該 画 角 θ に お け る 該 走 査 光 学 手 段 の 回 折 部 の 回 折 効 率 を Ｉ ｄ （ θ
） 、 屈 折 部 の 透 過 率 を Ｉ ｔ （ θ ） 、 該 反 射 手 段 の 反 射 率 を Ｉ ｒ （ θ ） と し た と き 、 走 査 画
角 内 に お い て 、
０ ． ８ ＜ （ Ｉ ｄ （ θ ） × Ｉ ｔ （ θ ） × Ｉ ｒ （ θ ） ） ／ （ Ｉ ｄ （ ０ ） × Ｉ ｔ （ ０ ） × Ｉ ｒ （
０ ） ） ＜ １ ． ２
な る 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る

前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 平 行 と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載

前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏 光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 垂 直 と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載

前 記 走
査 光 学 手 段 の 画 角 を θ と し 、 該 画 角 θ に お け る 前 記 走 査 光 学 手 段 の 回 折 部 の 回 折 効 率 を Ｉ
ｄ （ θ ） 、 屈 折 部 の 透 過 率 を Ｉ ｔ （ θ ） 、 前 記 フ ィ ル タ ー の 透 過 率 を Ｉ ｆ （ θ ） と し た と
き 、 走 査 画 角 内 に お い て 、
０ ． ８ ＜ （ Ｉ ｄ （ θ ） × Ｉ ｔ （ θ ） × Ｉ ｆ （ θ ） ） ／ （ Ｉ ｄ （ ０ ） × Ｉ ｔ （ ０ ） × Ｉ ｆ （
０ ） ） ＜ １ ． ２
な る 条 件 を 満 足 す る

が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 平 行 と な る よ う に 、
該 光 源 手 段 を 配 置 し た

略 垂 直

は 半 導 体 レ ー ザ ー よ り 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ２ ５ の い ず れ か １ 項
に 記 載

１ ～ ２ ６ の い ず れ か １ 項



記 載 の 走 査 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】

の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 走 査 光 学 装 置 を 用 い て 画 像 形 成 を 行 う こ と を 特 徴
と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 １ ８ の 発 明 の 走 査 光 学 装 置 は 、 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ た 光 束 を 偏 向 手 段 に 導 光 し 、
該 偏 向 手 段 で 偏 向 さ れ た 光 束 を 少 な く と も 一 面 に 回 折 部 と 、 少 な く と も 一 面 に 屈 折 部 と を
有 す る 走 査 光 学 手 段 に よ り 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ 、 該 被 走 査 面 上 を 光 走 査 す る 走 査 光 学 装
置 に お い て 、
該 走 査 光 学 手 段 の 画 角 に よ る 該 回 折 部 の 回 折 効 率 変 化 と 、 該 屈 折 部 の 透 過 率 変 化 と を 相 殺
さ せ る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 １ ９ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ８ の 発 明 に お い て 、 前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏
光 方 向 し た こ と を 特 徴 と し
て い る 。
請 求 項 ２ ０ の 発 明

こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ２ １ の 発 明 は 、

こ と を 特 徴 と し
て い る 。
請 求 項 ２ ２ の 発 明 は 、

こ と を 特 徴 と し
て い る 。
請 求 項 ２ ３ の 発 明 の 走 査 光 学 装 置 は 、 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ た 光 束 を 偏 向 手 段 に 導 光 し 、
該 偏 向 手 段 で 偏 向 さ れ た 光 束 を 少 な く と も 一 面 に 回 折 部 と 、 少 な く と も 一 面 に 屈 折 部 と を
有 す る 走 査 光 学 手 段 に よ り 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ 、 該 被 走 査 面 上 を 光 走 査 す る 走 査 光 学 装
置 に お い て 、
該 偏 向 手 段 と 該 被 走 査 面 と の 間 の 光 路 内 に 少 な く と も １ つ の

こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 ２ ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ３ の 発 明 に お い て 、 前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏
光 方 向 こ と を 特 徴 と し
て い る 。

(4) JP 2000-338437 A5 2004.8.12

請 求 項 １ ～ ２ ７

が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 平 行 と な る よ う に 、 該 光 源 手 段 を 配 置

の 走 査 光 学 装 置 は 、 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ た 光 束 を 偏 向 手 段 に 導 光 し 、
該 偏 向 手 段 で 偏 向 さ れ た 光 束 を 少 な く と も 一 面 に 回 折 部 と 、 少 な く と も 一 面 に 屈 折 部 と を
有 す る 走 査 光 学 手 段 に よ り 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ 、 該 被 走 査 面 上 を 光 走 査 す る 走 査 光 学 装
置 に お い て 、
該 偏 向 手 段 と 該 被 走 査 面 と の 間 の 光 路 内 に 少 な く と も １ つ の 反 射 手 段 を 配 置 し 、 該 走 査 光
学 手 段 の 画 角 を θ と し 、 該 画 角 θ に お け る 該 走 査 光 学 手 段 の 回 折 部 の 回 折 効 率 を Ｉ ｄ （ θ
） 、 屈 折 部 の 透 過 率 を Ｉ ｔ （ θ ） 、 該 反 射 手 段 の 反 射 率 を Ｉ ｒ （ θ ） と し た と き 、 走 査 画
角 内 に お い て 、
０ ． ８ ＜ （ Ｉ ｄ （ θ ） × Ｉ ｔ （ θ ） × Ｉ ｒ （ θ ） ） ／ （ Ｉ ｄ （ ０ ） × Ｉ ｔ （ ０ ） × Ｉ ｒ （
０ ） ） ＜ １ ． ２
な る 条 件 を 満 足 す る

請 求 項 ２ ０ の 発 明 に お い て 、 前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏
光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 平 行 と な る よ う に 、 該 光 源 手 段 を 配 置 し た

請 求 項 ２ ０ の 発 明 に お い て 、 前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏
光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 垂 直 と な る よ う に 、 該 光 源 手 段 を 配 置 し た

フ ィ ル タ ー を 配 置 し 、 前 記 走
査 光 学 手 段 の 画 角 を θ と し 、 該 画 角 θ に お け る 前 記 走 査 光 学 手 段 の 回 折 部 の 回 折 効 率 を Ｉ
ｄ （ θ ） 、 屈 折 部 の 透 過 率 を Ｉ ｔ （ θ ） 、 前 記 フ ィ ル タ ー の 透 過 率 を Ｉ ｆ （ θ ） と し た と
き 、 走 査 画 角 内 に お い て 、
０ ． ８ ＜ （ Ｉ ｄ （ θ ） × Ｉ ｔ （ θ ） × Ｉ ｆ （ θ ） ） ／ （ Ｉ ｄ （ ０ ） × Ｉ ｔ （ ０ ） × Ｉ ｆ （
０ ） ） ＜ １ ． ２
な る 条 件 を 満 足 す る

が 主 走 査 断 面 に 対 し て 略 平 行 と な る よ う に 、 該 光 源 手 段 を 配 置 し た



請 求 項 ２ ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ３ の 発 明 に お い て 、 前 記 光 源 手 段 か ら 射 出 さ れ る 光 束 の 偏
光 方 向 が 主 走 査 断 面 に 対 し て と な る よ う に 、 該 光 源 手 段 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と し
て い る 。
請 求 項 ２ ６ の 発 明 は 、 請 求 項

こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 の い ず れ か １ 項 の 発 明 に お い て 、 前 記 光 源 手 段 は 複
数 の 光 束 を 射 出 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
請 求 項 の 発 明 の 画 像 形 成 装 置 は 、 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 走 査 光 学 装
置 を 用 い て 画 像 形 成 を 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。

(5) JP 2000-338437 A5 2004.8.12

略 垂 直

１ ～ ２ ５ の い ず れ か １ 項 の 発 明 に お い て 、 前 記 光 源 手 段 は 半
導 体 レ ー ザ ー よ り 成 る

２ ７ １ ～ ２ ６

２ ８ １ ～ ２ ７
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